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学校力開発コ-ス (09220921) 山本 良
いじめや不登校といった問題が見られる中,生徒のコミュニケーションカを育成する必
要性が高まっている｡そこで本研究においては,｢協同学習｣を導入し,授業を通じて生徒
のコミュニケーションカ育成を図った｡ その結果,受容的態度が育ち,感謝の言動が増え
ると共に,学級生活満足群の増加や学校生活意欲の向上といった効果を確認した｡ さらに
学校全体にコミュニケーションカを醸成するために,職員研修やフアシリテ-ションを生
かした会議を実施し,コミュニケーションカを高める学校風土づくりを目指した｡
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1 問題の所在と方法
中央教育審議会答申 (2008)｢生きる力｣にお
いて,子どもたちに身につけさせたい力の1つに
｢他人と協調し,他人を思いやる心｣が示され,
コミュニケーションカ育成の重要性が指摘されて
いる｡しかし依然として,人間関係を原因とする
いじめや不登校は後を絶たず,文部科学省による
調査 (2010)からもコミュニケーションカが不足
している生徒の実態を読み取ることができる｡
また,OECDがキーコンビテンシーの1つに
｢多様な社会グループにおける人間関係形成能
力｣を示し,国際的に,また社会的にコミュニケ
ーションカの育成が求められている｡
実際に中学校現場で担任をしていると,コミュ
ニケーションカの不足が原因と考えられる様々な
課題(｢集団内での居場所の無さ｣や ｢学習意欲の
低下｣など)が散見される｡
そこで本研究では,授業を通じて体験的な学び
の質と量を向上させ,コミュニケーションカを高
める効果があると考えられる ｢協同学習｣を実践
した｡また,職員研修などを通じてコミュニケー
ションカを高める学校風土づくりを目指した｡そ
の結果は自作アンケー トとQ-Uアンケー トのデ
ータをもとに検証を行った｡
(1)コミュニケーションカの定義と現場の課題
コミュニケーションカとは何か｡やまがた教育
コミュニケーション改革行動指針では,｢『聴く｡
話す｡読む｡書く』に加え,『表現力 (態度,表情),
思考力,判断力』のほか,意識の持ちようなども
含めた 『コミュニケーション』を可能とする 『人
間関係形成力』｣と定義し,｢心を通い合わせる｣
ことの重要性を指摘している｡
また,国分ら (2005)はコミュニケーションを
｢相互にメッセージ(コミュニケーションの内容)
をシェアすることによって,自分あるいは相手,
または自分と相手の両方の思考 ｡感情 ｡行動の変
容を意図する人間関係｣と定義している｡
そこで本稿では,コミュニケーションを ｢共有
をもとにして心を通い合わせ,変容を意図する人
間関係｣と定義し,それを可能とする人間関係形
成力をコミュニケーションカと捉える｡
授業のみならず学校生活のあらゆる場面にお
いて,受け取る側の ｢心に届く学び｣によって納
得を生み,より深い,意味のある学びを育む必要
があると考えられる｡
(2)コミュニケーションカを育てる方法
学校現場においてコミュニケーションカを育
てるには何が必要か考えたとき,次の4点があげ
られる｡
①主体者意識を育てる
自ら得た知識は一生のものとなる｡しかし中学
校における授業では,与えられた学びを盲目的に
進めるだけで,自らの学びになっていない傾向が
見られる｡他律的な学習者から主体的な学習者-
の転換を図ることがコミュニケーションカを高め
ることになろう｡授業においては,いわゆる講義
式の一斉授業だけでなく,小集団で学び合う場面
を有効に活用することも1つの手と考えられる｡
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②信頼関係のある学級風土を醸成する
加藤 (2009)は,｢心を通わせたコミュニケー
ションには ｢信頼関係｣が欠かせない｡コミュニ
ケーションは,相手に受け取ってもらえて初めて
価値を持っ｣と述べている｡学びに関わる人間同
士,信頼をもとに多様な考え方を尊重し,自己の
変容を受け入れ合う関係があって初めてコミュニ
ケーションが成立すると考えられる｡
小学校高学年から中学生にかけては仲間意識
が高まる時期である｡それは同時に,生得的な困
難から人間関係に悩む生徒など,コミュニケーシ
ョンカが十分に発揮されることなく様々な悩みが
固定化してくる時期でもある｡そのような発達段
階だからこそ,生活母体であり学びの集団でもあ
る学級の中に信頼関係を育てておく必要があると
考えられる｡
コミュニケーションカの向上には何度も何度
も挑戦と失敗を繰り返すことが必要であるが,そ
のためには,学級の中の生徒一人ひとりが失敗を
恐れることなく挑戦する学級風土,自分をさらけ
出せる雰囲気が前提条件となる｡学級が安心と満
足感に満ちた支え合う集団であるならば,生徒は
周囲に配慮しつつも,生き生きと自己を発揮して
コミュニケーションカを高めていくであろう｡そ
のような学級づくりが,いじめや不登校といった
今日的課題を解決するための原動力となろう｡
③感情交流を体験的に学ぶ機会を増やす
コミュニケーションカを向上させるには,体験
の質と量を共に向上させる必要がある｡
質の高い体験を積むためには ｢対話｣を重視す
ることが考えられる｡斎藤 (2004)は ｢自分の身
の回りの情報を伝え合うだけでは,コミュニケー
ションカは向上しない｡相手の経験世界と自分の
経験世界を絡み合わせ,一つの文脈を作り上げて
いくことで,次の展開が生まれる｡それがコミュ
ニケーションカのある対話だ｣ とし,一方通行の
情報伝達ではなく,双方向の ｢対話｣を行う事の
重要性を述べている｡
感情交流の体験的理解を促す実践の多くは,特
別活動 (学級活動)においてなされてきた｡
構成的グループェンカウンターやソーシャル
スキルトレー ニングなどの手法がそれであり,集
中的にコミュニケーションスキルを高めるために
有効である｡しかし,学級活動などの限られた時
間での実践にはコミュニケーションカとして定着
する為の量としては不足と考えられる｡そのよう
にとらえた略 学校生活の大半を占める ｢教科学
習の時間｣をコミュニケーションカの育成場面と
してどのように取り組むかが課題となる｡教科学
習を通じて良好な人間関係を促し,コミュニケー
ションカを育てる教科学習の方法の 1つとして
｢協同学習｣が研究されてきた｡なお,この協同
学習は教科授業のみならず,道徳や特別活動,総
合的な学習の時間においても有効と考えられる｡
④コミュニケーションカを高める学校風土づくり
教師自身が自己を開示することが生徒のモデル
となる｡また,教師と生徒との信頼関係が育っ中
で教育的効果が高まる｡ そのように考えた時,敬
師が生徒と接する際にどのような態度で関わるの
かが大切な視点となる｡一方的な指導ではなく｢対
話をもとにした指導｣が生徒と心を通わせ,信頼
とやる気を高める｡生徒のコミュニケーションカ
育成には欠かせない｡
そこで,教師と生徒とのコミュニケーションの
あり方についての研修やフアシリテ-ションを生
かした会議を実践し,話し合いのあり方を体験的
に学ぶ中で教師のコミュニケーションカを高める
ことが,学校風土の醸成につながると考えられる｡
(3)協同学習の実践
協同学習はコミュニケーションカの育成まで
意図した学習形態である｡河村 (2007)が ｢管理
型の学級では,教師による講義型の授業だけでな
く,2-4人の協同学習や相互評価を取り入れると
良い｣と述べているように,管理型の多い中学校
現場においても有効と考えられる｡
そこで本研究においては ｢協同学習｣を授業に
導入し,生徒間の積極的な関わりを増やすことで
コミュニケーションカの育成を図ることとする｡
また先行研究を見る限り,協同学習の成果を検
証する方法として,学習集団としての学級に対す
る意識を調査したものは少ない｡協同学習が学級
経営に効果的であることを検証した研究はほとん
どない状況である｡そこで,本実践が良好なコミ
ュニケーション成立に寄与したかどうかを検証す
る手立てに,自作のアンケートと共に ｢楽しい学
校生活を送るためのアンケート (QUESTIONNAIRE
-UTILITIES)(Q-Uアンケート)｣を活用し,莱
践前後のデータの向上,学級満足群の割合の変化
等で学級経営に向けた協同学習の効果を考察する｡
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なお,協同学習は教科学習における学習定着率
の向上にも有効であると考えられる｡大黒ら
(2006)は,理科実験授業の学習効果を検討した
結果,協同学習を取り入れた授業を展開する実験
群と,取り入れない対照群とを比較する中で,吹
のような学習効果が得られたことを述べている｡
･実験操作上の誤操作や器具の破損が減った○
･学習内容の単元直後の理解度は対照群と変わら
協同学習が ｢コミュニケーションカの育成に良
い｣とはいっても,知識の定着がおろそかでは,
実践に値しないことも考えられる｡そこで本研究
では,知識の定着という観点からも合わせて,協
同学習の有効性を考察する｡
2 先行研究の検討
(1)日本協同教育学会の考え方
杉江 (2004)は ｢信頼に支えられた人間関係の
元で学び合い,高め合いの学習活動を行うのが協
同学習である｡協同学習では協同という集団事態
がもたらす動機づけによって学習者の習得が高ま
るばかりでなく,仲間との相互作用を通して,対
人的側面,学習技能の側面など,豊かな同時学習
も期待できる｣ とし,以下の4条件を満たすグル
ープ学習を協同学習と呼んでいる｡
･互恵的な協力関係が成立している
･学習集団の目標と学習活動における個人の責任
が明確である
･生産的相互交流が促進されている
単にグループを構成すれば協同学習が成り立
つのではなく,集団の中に学び合う ｢風土｣を育
て,目標を同じにした ｢チーム｣ として活動に取
り組む姿勢を重視している｡さらには学習の中に
かかわり合う ｢しかけ｣を施すことで協同学習と
しての効果が上がると考えられ,その様々なしか
けを ｢技法｣と呼んで紹介している｡
(2)神戸大学附属住吉中学校における協同学習
ジョンソンらの協同学習を基盤に据えた学校
研究を実践している｡｢小集団での対人技能｣を意
図した協同学習訓練をプログラム化し,年度の初
めに集中的に実践して効果をあげている｡
理科における授業実践を参観し,さらにその後
の研究会に参加して以下の点が明らかになった｡
｡役割分担と本時の流れを教師が板書し,個人の
責任と活動するイメージを明確にする事は,主
体者意識の向上に有効である｡
｡情報を一部の係に厳選して与えることで ｢○○
君に聞いてごらん｣と教師が促し,｢○○さんが
いて良かった｣という生徒の思いを育てる事は,
コミュニケーションカを高める｡
(3)ジョンソンらの考え方
ジョンソンら (1998)によれば,｢協同学習と
は,スモールグループ (小集団)を活用した教育
方法であり,そこでは生徒たちは一緒に取り組む
ことによって自分の学習と互いの学習を最大に高
めようとするのである｣ とし,以下の5つの基本
的構成要素が協同学習には必要としている｡
･相互協力関係
･対面的一一積極的相互作用
･個人の責任
･スモールグループでの対人的技能
｢協同学習は,児童の感情や社会行動の技能,
自分をコントロールする技能や他者とやりとりす
る技能を発達させるために用いられ｣｢児童の自尊
心や内部の葛藤を解消する技能を発達させ,教育
の公平性に関する問題を意識させる｣としている｡
感情のコントロールや自尊心の向上,葛藤解決
の技能を高め,学習-の平等な参加を促す学習法
と捉えられる｡アメリカにおける人種,宗教,社
会的地位の格差といった多様性の中で,平等な学
びを促す手段として発達しており,そこに見られ
る ｢多様な価値観の中に良さを認め合う｣という
視点は,｢個性的な発想をする生徒｣の活躍を勇気
づけるものとなろう｡またここではスモールグル
ープにおける対人的技能を振り返る場を設定し,
グループの改善策を話し合う時間を特別に設ける
ことで,コミュニケーションカの自覚化を促して
いると考えられる｡
(4)ケ-ガンの研究について
他の研究者による協同学習と比較した時,特に
｢活動の同時性｣に注目すべきであろう｡一般的
な授業では教師と一部の生徒のやり取りに終始し
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がちである｡しかしケ-ガンは,｢活動の同時性｣
つまり,小集団がそれぞれに活動を同時進行で行
う中で,対話の量を増やし,体験的に学ぶ機会を
増やすことを意識しており,コミュニケーション
カの向上に有効な視点と考えられる｡なお,以下
の4条件を満たす場合のみ協同学習としている｡
･互恵的な協力関係(肯定的相互依存)がある
･個人の責任が明確である
･参加の平等性が確保されている
3 実践と結果
日本協同教育学会の考え方を中心に,各研究者
の示す協同学習の条件を織り交ぜ,米沢市内A中
学校の理科,学級活動,道徳において授業実践を
行った｡
(1)協同学習導入時の課題と配慮
協同学習を取り入れて間もなく,コミュニケー
ションカが極めて低い生徒,昨年度から継続して
人間関係に困難さを感じていた生徒にとっては,
｢協同学習という学習形態自体に乗り切れない｣
現状が見られた｡教科学習でコミュニケーション
カを育成する以前の段階であると判断し,4,5月
は協同学習と並行して構成的グループェンカウン
ターを行うと共に,必要な生徒に教育相談を行い,
良好な他者との関係や教師によって生徒を支える
言葉がけを行った｡
①構成的グループェンカウンター(SGE)の実践
学級活動に ｢あいこジャンケン｣や ｢カモン!｣
｢握手渡り｣｢こころの花束｣などのSGEを取り
入れた｡｢相手とタイミングを合わせる｣｢他者を
意識した言動を大切にする｣といった人間関係の
基本を体験的に学ぶことで,学級の仲間-の信頼
と安心感を育て,良好なコミュニケーションのイ
メージを集中的に身につけた｡この活動のように
基本的な ｢仲の良さ｣を学級風土として高めるこ
とは,協同学習に参加しやすい環境を整えること
の重要性を意味している｡
②教育相談の実施
日常観察やQ-Uアンケー トによる生徒理解を
もとに,必要に応じて個別の教育相談を並行して
行った｡ 生徒にとって,教師はコミュニケーショ
ンのモデルである｡受容的態度で生徒に接する中
で,生徒間の信頼関係を促すきっかけになったと
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考えられる｡
(2)理科授業での協同学習の実路例
(92学年 ｢電流のはたらき｣
○ねらい:メンバーとの協同的な実験活動を通じ,
回路における電流の性質に気づく｡
○コミュニケーションカを高める工夫
･4人1組,男女混合のチーム編成で行い,異質な
メンバーに学び合う授業であることを伝えた｡
･チームで交流する前に自分の考えをしっかりと
持つため,個人で考える時間を確保した｡
･チームに配布した1枚のホワイトボードに可視化
するよう伝え,生産的相互交流を促した
･座席をもとに役割分担を教師が指定し,個人の
責任を明確にした(図1)｡その際に,A-Dそ
れぞれに個別の情報を与えることで互恵的な協
力関係を意図的に仕組んだ｡(例 :Aのメンバー
だけを教卓に集め,電流計の使い方を指導する｡
Aはそこで学んだ内容を正確にチームメンバー
に伝える責任と貢献の喜びを味わう｡)
A:電流計係 C:確静陳
吊武汗ノ帖 ､仏仙 寺 チ噸 囁薙栃亀頭を
び イE間.教 る 身こづガ頭ゼう綱掛 る
B :記録係 D :ムード係
新 しタ磯 裁ち仲 チ一助 -憧長くするよ
図1 座席配置をもとにした役割分担
･各チームの記録係が記録した ｢ムードを良くす
る言動｣を全体で交流する機会を持った｡ より
良好なコミュニケーションのイメージを持つこ
とが次の活動における実践を促した｡生徒から
出された ｢ムードを良くする言動｣は以下の通
りである｡
･｢頑張って｡｣
･｢すごい,できたじゃん｡｣
･｢一緒にまとめよう｡｣
･困っているAさんにBさんがアドバイスした｡
･うまく電流計を使えなかったCさんに,Dさん
が丁寧に教えていた｡
②2学年 ｢化学反応式のつくり方｣
○ねらい :例をもとに化学反応式を作る際の ｢決
まり｣を見出し,チーム全員が化学反応式をつ
くれるようになる｡
○コミュニケーションカを高める工夫
｡｢チーム全員ができる｣という学習集団の目標を
明確に示した｡さらに教師指名でチーム代表に
確認テストと評価を行うことを伝え,学び合う
必然性を高めた (図2)｡
｡チームの話し合いで行き詰った際には,他のチ
ームにメンバーを派遣し,チーム間の交流を通
して生産的な相互合流を促した｡
｡｢分からない人が分かる人に聞きに行く｣という
約束を確認した｡立ち歩きを推奨し,わかるま
で聞く姿勢を促し学びの主体者意識を高めた｡
図2 チ-ム代表が確認テス トを受ける場面
(3)学級活動の実践例
｢携帯電話とのつきあい方を考える｣
○ねらい :意見を交流する活動を通じて携帯電話
の長所と短所を理解する｡また,依存症を防ぐ
意識を育て,危険回避の具体的な方策を身につ
ける｡
○コミュニケーションカを高める工夫
｡4人1組の活動とした｡その際,横に並んだ2人で
1つのペアとして,自分の主張を述べる際の協力
関係を結ぶ｡一方,対面に座った相手に対して
は自己の主張をし合う対立関係とした｡
｡4人それぞれに異なる資料を与えることで,｢自
分にしか知りえない情報｣を持たせた｡ペアの
話し合いではそれを活用しつつも自分の生活経
験をくぐらせて自分達の主張を練った｡
｡討論と対話をもとに,多様な考え方を尊重し,
自己の変容を受け入れ合う場を設定した｡
｡活動の同時性を確保するためには,各グループ
の話し合いに対する教師の支援が一層必要であ
ることを予想し,養護教諭とのTTを実践した｡
(4)学校組織としての取り組み
コミュニケーションカの育成にあたっては,学
校全体で取り組むことが効果的であると考えられ
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る｡そこで,本研究においてはコミュニケーショ
ンカの育成に向けての職員意識を向上すべく以下
の取り組みを行った｡
①年度当初に ｢協同学習の考え方と実践例｣を職
員研修として実施し,共通理解を図った｡
② ｢いじめ｡不登校を予防する生徒指導のあり方｣
を職員研修として実施し,生徒のコミュニケー
ションモデルとしての教師の姿勢を共通理解
した｡
③理科における実践を1,2学年4クラスにおいて
実施した｡
④学級活動と道徳における実践を2学年の2クラ
スにおいて実施した｡
⑤教科の枠を超え,多くの教職員が共通して取り
組みやすい ｢学級活動｣において協同学習を取
り入れた授業公開を行った｡
｡生徒指導上の共通課題として ｢携帯電話と依存
症｣をテーマに,専門的な知見に長けている養
護教諭と共に指導案を検討し,それぞれの立場
で生徒の対話を促す方策を考えた｡
｡学年団の教職員と共に,事前に他クラスにおけ
る実践をし,改善策の検討会を開いた｡
｡市内の教職員にも案内を出し参観いただいた｡
｡事後研究会を実践し,コミュニケーションカ育
成のあり方について話し合った｡
⑥米沢市における教育研究発表会において,協同
学習の考え方と実践例,効果を発表した｡
⑦教師自身がコミュニケーションカを高めるべく,
フアシリテ-ション型のプロジェクト会議を実
践した｡
｡従来行われていたプロジェクト型の会議にフア
シリテ-ションの視点を取り入れた｡
｡ファシリテ一夕-数名との事前打ち合わせを通
じて,フアシリテ-シヨン会議のあり方を模索
した｡
｡会議の内容をホワイ トボー ドに可視化した｡
4 考察
これまでの実践と各種アンケー トから,協同学
習を導入した際の効果が明らかになった｡
(1)協同学習によるコミュニケーションカの向上
協同学習がコミュニケーションカの育成に与え
る影響を検討するため,4件法 (4:おおいにそう
思う)でアンケー トを行った｡ 質問項目は以下の
通りである｡
1.すすんで課題を解決しようとしましたか｡
2.課題に対して自分の考えを持つことができましたか｡
3.吉乱a′竹態監汝ヨこ脚 均 云考よ三としまし美鶏
4仲間の努力に,感謝することができましたか｡
5.掛 困ったこと力敬川式他旭∃乱玉氷:こと力†〔きましたSt)～
6授業の中で仲間に信頼されていると感じましたか｡
7.囲っている脚 接し 助ウようとすることがごきました仇
8.他の人の考えや気持ちに耳を傾けることができましたか｡
9.仲間に対し,感謝の気持ちを伝えることができましたか｡
10.ひとりで学JSはり,仲間と学んだ方が良いと思いましたか｡
11.授業についていけると思いましたか｡
2年生A組において,6月,11月,12月の3回
にわたってアンケートを実施した｡その結果,導
入直後に比べ全ての項目でアンケート結果が向上
しており,コミュニケーションカの向上に協同学
習が有効であると判断できる (図3)0
図3 協同学習導入後のアンケート結果
この結果から,実践を積むごとに ｢仲間の努力
に感誘け る｣｢仲間に信頼されている｣といった心
理的な側面と,｢困った時に仲間にきく｣｢自分の
気持ちを伝える｣｢困っている仲間を応援する｣｢他
の人の考えに傾聴する｣｢仲間に感謝の気持ちを伝
える｣といった行動面それぞれのデータが向上し
ていることが読み取れる｡
なお,｢6仲間に信頼されている｣という項目を
はじめ,2回目の学級活動よりも,3回目の理科後
のアンケート結果がわずかに低下している項目も
見られる｡この事から学級活動として取り組む協
同学習と教科として取り組む協同学習の成果の違
いを読み取ることもできる｡つまりは教科授業に
おいては,すでに身につけてきた自らの学力が,
他者-の貢献の前提となる場合が多い｡そのため
に低位の学力の生徒ほど教科で ｢仲間に信頼され
ている｣と感じにくい傾向が見られた｡その点を
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考えたとき,低位の生徒が貢献出来る課題設定や
場の設定が必要であることがうかがえた｡
中には2段階の意識向上が見られた生徒も多く
おり,協同学習を通じて意識の改善が図られた事
が読み取れる｡以下に意識向上が特に顕著だった
生徒の感想を以下に示す｡
･教え合ったり協力したりできるので1人でやる
ときよりも楽しくできるし自然と勉強できる｡
･自分の意思を伝えることが大事だと思った｡
･理科は面白いけど,チームでやると他の意見も
たくさん出て,もっと面白くなる｡
｡いろんな人の意見を聞けて楽しい｡聞き合える
からわかる｡仲が深まる｡
･自分の考えを発表したり,他の人の話を聞く事
で,自分では浮かばなかった事が出てきて,い
いと思った｡
(2)Q-Uアンケートから
米沢市内A中学校2年A組(N-29)におい て,協
同学習導入直後の5月から12月までの変化を読み
取ったところ,以下の結果が得られた｡
(D学級満足度の向上
学級生活満足群が19人(66%)から21人(72%)に
増加した (図4)｡図中に矢印で示した生徒のよう
に,1回目よりも満足群 (グラフ右上)-と向上し
た生徒が多く,学級内に自分の居場所があり,学
校生活を意欲的に送れるようになった生徒が増え
てきた｡
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図4 Q-∪アンケー ト(学級満足度尺度)
②学校生活意欲の向上
アンケートで ｢とてもあてはまる｣ と答えた生
徒の人数は次のようになった (表1)｡
表1.Q-Uアンケ- 卜からコミュニケーション
カに関わる項目を抜粋
5月 12B
報 内乱職長消勤務 つてくれ軌 も唱 22 26
友人と㈱ 一助 戒昆ことづ℃頓だと思う 21 24
先獅 )自分らしく振るまつn 唱 ll 14
自分かクラ男封ヰ鴫 クラスだと思う 15 23
クラスの弔a唱とほっとしたり明るレ旬報譲る 13 18
この結果から,｢活動に誘い合う,自分らしく
振るまう｣といった行動面の改善と,｢友人との付
き合いが大切だと思う,クラスの中にいるとほっ
とする｣ といった心理面の改善が共に図られてい
る｡｢自分のクラスは仲の良いクラスだと思う｣と
いうデータが15人から23人に向上していること
からも,コミュニケーションカの育成と共に学級
風土の醸成が進んできたととらえられる｡また,5
つの項目別の学級平均も向上した (図5)0
QOー5101 I-,汰 固≡
一■'■●一丁--
- 実践 後 (1細 萱妻 - - 剛 和 ぎ
学 教 学 過
習 師 級 路
意 と と 意
欲 の の 喜缶
開 聞
図5 Q-∪アンケー ト(学校生活意欲尺度)
(3)日常観察から
中学校では学級内の人間関係に固定化が見ら
れがちである｡いっも同じ数名の生徒と教師との
やり取りで授業が展開し,その他の生徒は ｢ただ
乗り｣という状況に陥りやすい事が今までは多か
った｡一斉授業だけでは発話量も,活動量も限ら
れていたことが考えられる｡
一方,協同学習の導入を図った場面においては
活動の同時性が保障される中で,生徒間の発話量
が圧倒的に増えた｡さらには,4人 1組の小集団
は心的負担を少なくし,コミュニケーションカが
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比較的弱い生徒,自信がない生徒でも発言する様
子が観察された｡｢自分が貢献しなければこのグル
ープが成り立たない｣という立場の中で,学習主
体者意識を生みやすいと考えられた｡その結果と
して日常の学級風土として,以下の点が見られた｡
協同学習導入前 協同学習導入後
分からない事がはずかし 分からない生徒が積極的
く,学力低位の子の学習意 に分かる生徒に聞きに行
欲が低い姿○ く姿o
ノー トに自分の考えを書 間違っていたとしてもま
かない○書いても内容を隠 ずは書こうとするo堂々
したがるo と間違えるo
周囲に助けを求めない○ 人に｢教えて｣と言えるo
毎時間の享受業において協同学習を進めたわけ
ではない｡にもかかわらず,｢かかわり合って活動
することが当たり前｣という雰囲気が学級集団に
生まれてきた結果,協同学習でない時間帯でも,
学び合う姿,仲間に配慮しながらかかわり合う姿
が自然に見られるようになってきている｡
(4)学習定着率についてあきらかになった事
普段は一斉授業を行っている同僚の教諭に協
力を依頼し,｢化学反応式の書き方｣の習得 ｡定着
に関わる学習形態の比較検討を行った｡その結果,
大黒ら (2006)の報告と同様,学習形態による定
着率に差異が見られた (図6)｡
図6 ｢化学反応式の書き方｣学習定着率
条件は以下の通りである｡
｡2学年B組 (一斉授業)及びC組 (協同学習)｡
｡対象学級はどちらも,今まで協同学習未実践｡
｡授業者にとって協同学習は初の試み｡
1週間後の定着率は一斉授業学級において高い
が,1カ月後における同じ問題の定着率は協同学
習学級の方が高いという結果であった｡つまり協
同学習は,一度学んだことが ｢長期的な知識とし
て定着する｣という点で有効と考えられる｡
協同学習という学習形態は,学び合いを促す｡
分かる生徒にとって,分からない生徒が学びやす
いように自分の知識を再構成する活動を通じ了な
んとなくわかる｣を ｢確かにわかる｣に変える機
会となる｡さらには ｢あの場面で○○君から聞い
て分かった｣という実感が記憶の振り返りを促し,
それが学びとして定着した一因と考えられる.
5 到達点と課題
(1)コミュニケーションカを育成する授業として
協同学習実践後,以下の項目から ｢コミュニケ
ーションカの向上｣が読み取れた｡
(∋主体者意識の向上がみられた
｢すすんで課題解決をする｣ ｢課題に自分の
考えを持つ｣というアンケー ト結果が向上した｡
②信頼関係のある学級風土を醸成できた
｢友人との関係｣ ｢教師との関係｣ ｢学級との
関係｣が向上し,学級生活満足群が増加した｡
③感情交流を体験的に学ぶ機会が増えた
一斉授業では活躍できない生徒が生まれや
すい｡協同学習では各チームの中に役割と責任
を育てつつ,｢活動の同時性｣を意識して授業
が展開される｡結果,4人 1組のチーム活動は
体験的に学ぶ機会の増加となり,本音で語り,
困ったらチーム内で相談する姿,教師の指示に
頼りすぎず,自分達で学び合う言動が増えた｡
④学習の定着が図られた
遅延テストから,学習内容の定着に有効であ
ることが認められた｡
⑤ ｢仲間と学び合うこと｣を楽しいと感じている
アンケー トでは有効回答数 107のうち,協同
学習に好意的な反応は95.3%である｡質問項目
｢仲間と学ぶことが楽しい｣では,平均3.8と
いう良好な結果が得られた (4件法)｡多くの生
徒が学び合う授業形態を好意的にとらえ,学校
活動-の意欲と共にコミュニケーションカの
育成が図られつつあると考えられる｡
(2)コミュニケーションカを育成する学校として
年度当初の職員研修を通じて ｢生徒との望まし
い関係性｣についての共通理解を図った結果,教
師からの不必要な叱責や非難の声が減っている｡
教師の姿勢は,生徒にとっての ｢コミュニケー
ションモデル｣である｡信頼と安心感に満ちた学
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校風土が生徒のコミュニケーションカを高めると
考えたとき,着実にその成果は育ちつつある｡
また,フアシリテ-ション会議を行った際には
｢発言して満足｣｢新しい見方に気がついた｣とい
う教師のつぶやきも聞かれ,生徒のコミュニケー
ションカを高める土台として,教師間の良好なコ
ミュニケーションカ育成のきっかけになったと考
えられる｡
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